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オンライン授業

u 2020年度
u 前期︓授業開始を延期し，5/7からオンライン授業
u 後期︓10/1からオンライン授業継続

u 2021年度
u 前期︓対⾯授業が再開される

4/22から原則オンライン授業へ
6/24から再び対⾯授業再開へ

学習⽀援システム（LMS）とZoomを併⽤したオンライン授業
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u オープンソースのLMSであるSakai CLEがベース

u People and Academe ( 通称: PandA )

u 様々な学習⽀援
u 課題・クイズ
u 授業資料
u Zoom・Kaltura等による授業動画の視聴
u 成績の確認 など

京都⼤学の学習⽀援システム
『PandA』
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京都⼤学の学習⽀援システム
『PandA』
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『PandA』の問題点

課題の管理がとても⼤変︕
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u履修科⽬数 ⼗数コマ

uオンライン授業で多くの科⽬で課題の出題
u それぞれの締切⽇の管理が⼤変
u いつの間にか出されている「サイレント課題」

u PandA には課題⼀覧を表⽰する機能がない

『PandA』の問題点

負担軽減のために情報の⼀元化が必要
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uブラウザ拡張機能
u Google Chrome

u Firefox

u Microsoft Edge

u Safari

u PandA のページ上に機能を追加

u UX の⼤幅向上
u ユーザーはいつもどおり PandA にログインするだけ

Comfortable PandAの開発 画像引⽤:
https://about.google/brand-resource-center/logos-list/
https://www.mozilla.org/ja/foundation/trademarks/list/
https://www.microsoft.com/en-us/legal/intellectualproperty/trademarks
https://support.apple.com/downloads/safari

PandAライフをより⼀層 “Comfortable”に︕
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u PandA の API から課題を取得

Comfortable PandAの開発

/assignment
API Request

API Response

PandA API

Web Browser + Extension

User (Student)

API ･･･ Application Programming
Interface
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u開発規模
u 開発当初は1⼈
u 今年度から同学科の友⼈2⼈が開発保守として参加

uオープンソース
u GitHub の公開レポジトリで開発

Comfortable PandAの開発

https://github.com/comfortable-panda/ComfortablePandATS

電気電⼦⼯学科 3回⽣河野智奈武
電気電⼦⼯学科 3回⽣遠藤浩明



10

u締切に応じた講義タブの⾊分け

u課題⼀覧の表⽰

u新規課題の通知バッジ

Comfortable PandAの機能
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u講義タブに⾊付けして視覚的にわかりやすく

Comfortable PandAの機能①:
「講義タブの⾊分け」

締切に応じて
⾊付け

課題の把握が容易に
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u課題の締め切りまでの時間に応じて3⾊で⾊分け

u 24時間以内（⾚）

u 5⽇以内（⻩）

u 14⽇以内（緑）

Comfortable PandAの機能①:
「講義タブの⾊分け」
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u PandA 上に開閉できる課題⼀覧メニューを表⽰

Comfortable PandAの機能②:
「課題⼀覧の表⽰」
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Comfortable PandAの機能②:
「課題⼀覧の表⽰」
u締め切りに応じて課題をグループ化

u提出管理のチェックボックス

uメモ機能
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u前回アクセス時と課題の差分を⽐較
u 新しく課題が公開されていれば⾚い通知バッジを追加

Comfortable PandAの機能③:
「通知バッジ」

新規課題

『サイレント課題』が出されても気付ける︕
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uキャッシュ機能
u なるべくPandA への負荷を低減させる
u 課題の取得は5分以上の間隔が必要
u ユーザーが指定可能

uカラーユニバーサルデザイン
u ユーザーの要望
u ⾃由に配⾊を設定できる

その他の機能
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アクティブユーザー数の推移

ツイートが拡散

2021年度
前期開始2020年度

後期開始
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利⽤者の声

などなど…
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uより多くの⼈に安⼼して利⽤してもらう

u『Code for PandA』事例として申請
u 情報環境機構が定めた要件
u PandA 改善のためのプログラム（Code）
u ソフトウェア開発の「基準（Code）」

u 5⽉26⽇事例第1号として認定

京都⼤学情報環境機構の認定化へ
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Code for PandA認定要件



21

u学⽣⽬線からの機能改善の重要性
u 教員と学⽣とでは LMS に対するニーズが異なる

u『Code for PandA』等⼤学側からの認定
u ⾃由に・⾃主的に機能改善できる環境の整備
u 学⽣と⼤学側で共にコロナ禍のオンライン授業をより良いものに

さいごに


